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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　窓（２）と開口枠（１）との間に設けられて、窓（２）を換気位置と、全開放位置にお
いて開放規制できる内倒し窓の換気ステーであって、
　一端が窓（２）の側面に固定される牽制アーム（１０）と、開口枠（１）に装着された
ガイドレール（１２）と、牽制アーム（１０）の他端が連結されるとともに、ガイドレー
ル（１２）に上下スライド自在に案内支持されて、窓（２）の開閉操作に伴って上下スラ
イド移動されるスライダー（１１）と、ガイドレール（１２）に組み込まれて、スライダ
ー（１１）を換気位置で移動規制する規制機構とを含み、
　規制機構は、換気位置におけるスライダー（１１）の上下スライド移動を規制する換気
状態と、スライダー（１１）の全開放位置への移動を許す全開放状態との間で切換操作可
能に構成されており、
　規制機構が、ガイドレール（１２）の一端寄りに配置されて、スライダー（１１）を換
気位置で係合捕捉する捕捉レバー（３３）と、捕捉レバー（３３）を係合姿勢に揺動付勢
する第１ばね（３４）と、捕捉レバー（３３）を係合姿勢から係合解除姿勢に切り換え操
作する切換具（３５）とを含み、
　切換具（３５）は、捕捉レバー（３３）を係合解除操作する作動位置と、捕捉レバー（
３３）の揺動領域の外に退避する待機位置とに往復変位可能に支持されて、第２ばね（４
５）で待機位置へ向かって復帰付勢されており、
　前記全開放状態に切り換えられた規制機構を換気状態に復帰操作するリセット機構を含
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み、このリセット機構が、切換具（３５）を第２ばね（４５）の付勢力に抗して作動位置
に位置保持するロック体（５０）と、スライダー（１１）と同行移動して、ロック体（５
０）の切換具（３５）に対する位置保持を解除する解除具（２８）とを含み、
　捕捉レバー（３３）を切換具３５で係合解除姿勢に切り換え操作した状態において、窓
（２）を全開放操作でき、
　スライダー（１１）が換気位置を越えて開放方向へ移動すると、解除具（２８）によっ
てロック体（５０）による切換具（３５）の作動位置の位置保持状態が解除されるように
該ロック体（５０）がロック解除操作されて、切換具（３５）が待機位置に自動復帰され
るように構成されていることを特徴とする内倒し窓の換気ステー。
【請求項２】
　スライダー（１１）が、スライダー本体（１６）と、スライダー本体（１６）と同行移
動して捕捉レバー（３３）で係合捕捉される係合片（１７）とを含み、
　解除具（２８）が係合片（１７）と一体に設けてある請求項１記載の内倒し窓の換気ス
テー。
【請求項３】
　ガイドレール（１２）の一端に切換具（３５）と捕捉レバー（３３）とが隣接配置され
ており、
　切換具（３５）に設けた前記ロック体（５０）が、ガイドレール（１２）の外面に突出
する受動部（５３）と、受動部（５３）の遊端に張り出し形成される掛止爪（５４）とを
備えており、
　ガイドレール（１２）の内面に、掛止爪（５４）を係脱するための掛止溝（５１）が形
成されており、
　ロック体（５０）が、掛止溝（５１）と掛止して切換具（３５）を作動位置に位置保持
できるロック姿勢と、解除具２８でロック解除操作されて掛止溝（５１）から分離するロ
ック解除姿勢とに切り換え操作可能に構成してある請求項１または２記載の内倒し窓の換
気ステー。
【請求項４】
　ガイドレール（１２）の一端に切換具（３５）と捕捉レバー（３３）とが隣接配置され
ており、
　ロック体（５０）が、捕捉レバー（３３）と切換具（３５）とに設けられて、互いに係
合できる係合凹部（７３）と係合爪（７１）とで構成されており、
　ロック体（５０）は、係合凹部（７３）と係合爪（７１）とが係合して捕捉レバー（３
３）を係合解除姿勢に保持するロック姿勢と、係合凹部（７３）と係合爪（７１）とが分
離して捕捉レバー（３３）を係合姿勢に復帰させるロック解除姿勢とに切り換え可能に構
成されており、
　ロック姿勢に切り換えられたロック体（５０）を、解除具（２８）で捕捉レバー（３３
）を介してロック解除操作できるように構成してある請求項１または２記載の内倒し窓の
換気ステー。
【請求項５】
　牽制アーム（１０）の一端がブラケット（９）を介して窓（２）の側面に連結され、ガ
イドレール（１２）が開口枠（１）の内側面に固定されており、
　窓（２）を閉じた状態において切換具（３５）を切り換え操作する操作体（５６）が、
窓（２）の室内側に組み付けてある請求項１、２、３または４記載の内倒し窓の換気ステ
ー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内倒し窓に適用されて、窓を換気位置と全開放位置とで開放規制できる内倒
し窓用の換気ステーに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　窓を換気位置と全開放位置とに開放規制する内倒し窓用の換気ステーは、例えば特許文
献１に公知である。そこでは、窓と開口枠とを折り畳み自在な２個の牽制アームで連結し
ている。開口枠側の牽制アームはスライダーに連結してあり、スライダーは開口枠に固定
したガイドレールで上下摺動可能に案内支持してある。ガイドレールの下端には、位置調
整可能なストッパーが設けてある。窓側の牽制アームは、窓に固定したブラケットに連結
されており、牽制アームの下部にラッチ機構が設けてある。このラッチ機構を切り換え操
作することにより、窓側の牽制アームを揺動不能な状態と、揺動可能な状態とに切り換え
ることができる。換気開放時には、窓側の牽制アームをラッチ機構で固定して開口枠側の
牽制アームのみを揺動させ、全開放時には窓側の牽制アームの拘束を解除して２個の牽制
アームを伸張させる。
【０００３】
【特許文献１】特許第３３０４０７４号公報（段落番号００１３、図１０）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の換気ステーによれば、ラッチ機構を切り換え操作するだけで窓側に連結した牽制
アームを拘束し、あるいは拘束を解除して、窓を換気位置と全開放位置において開放規制
できる。問題は、２個の牽制アームで窓を開放規制するので、窓と開口枠との間に大きな
隙間が必要で、開口枠の断面構造によっては、換気ステーを適用できないことがある。換
気ステーの全体構造が複雑化する不利もある。ラッチ機構が窓の側面に固定してあるので
、窓を換気開放した状態でないと、ラッチ機構を操作できない。しかも、２個の牽制アー
ムが直線状に伸張することで窓を全開揺動させるので、換気開放状態においてラッチを解
除操作すると、窓が室内側へ急に倒れ込むおそれがある。例えば窓につかまった状態でラ
ッチを解除操作するような場合にバランスを崩すことがあり、安全性に問題がある。
【０００５】
　本発明の目的は、１個の牽制アームのみで窓を換気位置と全開放位置において開放規制
できるようにし、換気ステーを組み込むための窓と開口枠との間の隙間が小さい場合にも
、換気ステーを問題なく装着でき、その分だけ汎用性を拡大できる内倒し窓用の換気ステ
ーを提供することにある。本発明の目的は、換気位置を越える窓の開放動作を利用して換
気ステーを自動的に換気状態にリセットして、窓が全開放可能な状態のままで閉じ状態に
保持されるのを阻止でき、したがって使用者の明確な意図がない限りは、窓が換気位置を
越えて開放操作されるのを確実に防止できる、安全性に優れた内倒し窓用の換気ステーを
提供することにある。本発明の目的は、窓が換気位置から全開放位置へと急激に開き揺動
するのを防止して、窓を安全に開放操作できる内倒し窓用の換気ステーを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の内倒し窓の換気ステーは、窓２と開口枠１との間に設けられて、窓２を換気位
置と、全開放位置において開放規制できる。換気ステーは、一端が窓２の側面に固定され
る牽制アーム１０と、開口枠１に装着されたガイドレール１２と、牽制アーム１０の他端
が連結されるとともに、ガイドレール１２に上下スライド自在に案内支持されて、窓２の
開閉操作に伴って上下スライド移動されるスライダー１１と、ガイドレール１２に組み込
まれて、スライダー１１を換気位置で移動規制する規制機構とを含む。図１に示すように
規制機構は、換気位置におけるスライダー１１の上下スライド移動を規制する換気状態と
、スライダー１１の全開放位置への移動を許す全開放状態との間で切換操作可能に構成さ
れており、この規制機構は、ガイドレール１２の一端寄りに配置されて、スライダー１１
を換気位置で係合捕捉する捕捉レバー３３と、捕捉レバー３３を係合姿勢に揺動付勢する
第１ばね３４と、捕捉レバー３３を係合姿勢から係合解除姿勢に切り換え操作する切換具
３５とを含む。切換具３５は、捕捉レバー３３を係合解除操作する作動位置と、捕捉レバ
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ー３３の揺動領域の外に退避する待機位置とに往復変位可能に支持して、ばね４５で待機
位置へ向かって復帰付勢する。前記全開放状態に切り換えられた規制機構を換気状態に復
帰操作するリセット機構を含み、図１３に示すようにリセット機構は、切換具３５をばね
４５の付勢力に抗して作動位置に位置保持するロック体５０と、スライダー１１と同行移
動してロック体５０をロック解除操作する解除具２８とを含む。以て、捕捉レバー３３を
切換具３５で係合解除姿勢に切り換え操作した状態において、窓２を全開放操作でき、ス
ライダー１１が換気位置を越えて開放方向へ移動すると、解除具２８によってロック体５
０による切換具３５の作動位置の位置保持状態が解除されるように該ロック体５０がロッ
ク解除操作されて、切換具３５が待機位置に自動復帰されるように構成する（請求項１）
。
【０００７】
　具体的には図９に示すように、スライダー１１はスライダー本体１６と、スライダー本
体１６と同行移動して捕捉レバー３３で係合捕捉される係合片１７とを含む。解除具２８
は係合片１７と一体に設ける（請求項２）。
【０００８】
　ガイドレール１２の一端に切換具３５と捕捉レバー３３を隣接配置する。切換具３５に
設けた前記ロック体５０は、図１に示すように、ガイドレール１２の外面に突出する受動
部５３と、受動部５３の遊端に張り出し形成される掛止爪５４とを備えている。ガイドレ
ール１２の内面に、掛止爪５４を係脱するための掛止溝５１を形成する。以て、ロック体
５０を、掛止溝５１と掛止して切換具３５を作動位置に位置保持できるロック姿勢と、解
除具２８でロック解除操作されて掛止溝５１から分離するロック解除姿勢とに切り換え操
作可能に構成する（請求項３）。
【０００９】
　ガイドレール１２の一端に切換具３５と捕捉レバー３３とを隣接配置する。図１８に示
すように、ロック体５０は、捕捉レバー３３と切換具３５とに設けられて、互いに係合で
きる係合凹部７３と係合爪７１とで構成する。ロック体５０は、係合凹部７３と係合爪７
１とが係合して捕捉レバー３３を係合解除姿勢に保持するロック姿勢と、係合凹部７３と
係合爪７１とが分離して捕捉レバー３３を係合姿勢に復帰させるロック解除姿勢とに切り
換え可能に構成する。ロック姿勢に切り換えられたロック体５０を、解除具２８で捕捉レ
バー３３を介してロック解除操作できるように構成する（請求項４）。
【００１０】
　図６に示すように、牽制アーム１０の一端をブラケット９を介して窓２の側面に連結し
、ガイドレール１２を開口枠１の内側面に固定する。窓２を閉じた状態において切換具３
５を切り換え操作する操作体５６を、窓２の室内側に組み付ける。なお、操作体５６は、
図１２に示すように窓２の側に設けることができ、あるいは図１７に示すように開口枠１
の側に設けることができる（請求項５）。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明では、牽制アーム１０と、牽制アーム１０に連結されるスライダー１１と、スラ
イダー１１を案内支持するガイドレール１２と、スライダー１１を換気位置で移動規制す
る規制機構と、全開放状態に切り換えられた規制機構を換気状態に復帰操作するリセット
機構などで換気ステーを構成し、規制機構の捕捉レバー３３でスライダー１１を係合捕捉
することにより、スライダー１１の開放方向への移動を規制して、窓２を換気位置で開放
規制し、さらに、捕捉レバー３３を切換具３５で係合解除姿勢に切り換えて、スライダー
１１の規制を解除することにより、窓２を全解放位置まで開放できるようにした。つまり
、スライダー１１が上下にスライド変位して、スライダー１１と牽制アーム１０との連結
位置を連続的に変化させることにより、１個の牽制アーム１０のみで窓２を換気位置と全
開放位置において開放規制できるようにした。
【００１２】
　したがって、本発明の換気ステーによれば、窓２を閉じた状態における換気ステーの全
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体厚みを、従来のこの種の換気ステーに比べて小さくできるので、窓２と開口枠１との対
向隙間が小さい場合にも支障なく装着でき、既存の内倒し窓の大半に適用できる汎用性に
優れた換気ステーが得られる。換気ステー全体を１個の小形のユニット部品化できるので
、既存の窓サッシであっても支障なく後組みできる。
【００１３】
　切換具３５をばね４５の付勢力に抗して作動位置に位置保持するロック体５０と、スラ
イダー１１と同行移動してロック体５０をロック解除操作する解除具２８などでリセット
機構を構成し、スライダー１１が換気位置を越えて開放方向へ移動するとき、解除具２８
でロック体５０をロック解除操作して、切換具３５を待機位置に自動復帰させ、捕捉レバ
ー３３をスライダー１１と係合可能な状態へ復帰操作するので、換気ステーを自動的に換
気状態にリセットできる。このように、窓２を閉じた状態において、必ず換気開放可能な
状態にリセットできる換気ステーによれば、窓２が全開放可能な状態のままで閉じ状態に
保持されるのを阻止でき、したがって使用者の明確な意図がない限りは、窓２が換気位置
を越えて開放操作されるのを確実に防止でき、その分だけ換気ステーの安全性を向上でき
る。窓２を開放するとき、スライダー１１とガイドレール１２との摺動摩擦を利用して窓
２の開放速度を抑止することができる。このことは、２個の牽制アームを直線状に伸張さ
せながら窓が急激に開放揺動する従来の換気ステーとは異なり、窓２が急速に開放揺動す
るのを抑止できることを意味しており、その分だけ窓２を全開放操作するときの安全性を
さらに向上できる（請求項１）。
【００１４】
　スライダー本体１６と、捕捉レバー３３で係合捕捉される係合片１７とを含んでスライ
ダー１１を構成し、解除具２８を係合片１７と一体に設けるようにした換気ステーによれ
ば、規制機構およびリセット機構の構成部品点数を削減でき、自動的に換気状態にリセッ
トできる多機能な換気ステーであるにもかかわらず、その製造コストを削減できる（請求
項２）。
【００１５】
　切換具３５に固定したロック体５０と、ガイドレール１２の内面に設けた掛止部５１と
、解除具２８などでリセット機構を構成し、ロック体５０に設けた掛止爪５４を掛止部５
１に係脱させて、切換具３５を作動位置に位置保持し、あるいは待機位置へ復帰可能にし
た換気ステーによれば、切換具３５の作動位置へのスライド操作を利用してロック体５０
の掛止爪５４を掛止部５１に掛止係合できるうえ、スライダー１１と同行移動する解除具
２８の変位動作によってロック体５０を操作して、掛止爪５４を掛止部５１から分離でき
るので、規制機構およびリセット機構に構造の無駄がなく、自動的に換気状態にリセット
できる換気ステーの全体構造を簡素化できる。図１に示すようにロック体５０を板ばね材
を素材にして形成する場合には、リセット機構の構成部品点数を最小限化できる（請求項
３）。
【００１６】
　捕捉レバー３３と切換具３５とに設けられて、互いに係合できる係合凹部７３と係合爪
７１とでロック体５０を構成し、解除具２８で捕捉レバー３３を変位操作することにより
、ロック体５０をロック解除操作できるようにした換気ステーによれば、捕捉レバー３３
および切換具３５を利用してリセット機構を構成する分だけ、換気ステーの構成部品点数
を削減し、低コスト化できるうえ、換気ステー全体をコンパクトにまとめて省スペース化
できる。ガイドレール１２の断面構造とは無関係にリセット機構を構成できる利点もある
。解除具２８で捕捉レバー３３を介してロック体５０をロック解除操作するので、係合片
１７が解除具２８を兼ねることができ、解除具２８を別途設ける場合に比べて、さらなる
構造の簡素化と低コスト化を実現できる（請求項４）。
【００１７】
　切換具３５を切り換え操作するために、窓２の室内側に操作体５６を組み付けた換気ス
テーによれば、窓２を閉じた状態のままで換気ステーを全開放状態に切り換えることがで
きるので、従来の換気ステーにおいて不可欠であった窓開放手順、つまり、換気位置まで
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開放したのちに換気ステーの状態を切り換えて、窓を全開放操作する必要がなく、操作し
やすく使い勝手の良い換気ステーが得られる。必要があれば、換気開放状態において、切
換具３５を直接操作して換気ステーを全開放状態に切り換え操作することもできるので、
従来の換気ステーに比べてさらに使いやすい換気ステーが得られる（請求項５）。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　図１ないし図１６は本発明に係る換気ステーの実施例を示す。図２において符号１は開
口枠、２は窓である。窓２はその下端左右に装着したヒンジ３で内倒し開放可能に支持し
てあり、窓枠の上部中央と開口枠との間に設けたラッチ４で閉じ姿勢を維持できる。ラッ
チ４の解除つまみ５をばねに抗して引き下げ操作すると、ラッチボルトと受金具との係合
が解除されて窓２を開放できる。窓２を換気位置と、全開放位置において開放規制するた
めに、窓枠の左右側面と開口枠１の左右内側面との間に一対の換気ステーを設けている。
左右の換気ステーは対称構造であるので、図２に向かって左側の換気ステーのみを説明す
る。
【００１９】
　図３において、換気ステーは、一端がブラケット９を介して窓枠の側面に連結される牽
制アーム１０と、牽制アーム１０の他端に連結されるスライダー１１と、開口枠１に固定
されてスライダー１１を上下スライド自在に案内支持するガイドレール１２と、ガイドレ
ール１２の下端に固定されるストッパー１３と、ガイドレール１２に組み込まれてスライ
ダー１１を換気位置で開き規制する規制機構と、全開放状態に切り換えられた規制機構を
換気状態に復帰操作するリセット機構などで構成する。ブラケット９はハット形に折り曲
げられたプレス金具からなり、その凸部外面に牽制アーム１０をピン１５を介して相対揺
動可能に連結する。ブラケット９の上下の締結座はビスで窓枠に締結固定する。
【００２０】
　図６において、スライダー１１は、スライダー本体１６と、スライダー本体１６に固定
される係合片１７と、制動体１８、および制動体１８を押し付け付勢する板ばね（ばね）
１９などで構成する。スライダー本体１６は、断面凸字状の縦長のプラスチックブロック
からなり、その下半部側に制動体１８とばね１９を収容する凹部２０が形成してある。
【００２１】
　制動体１８は、耐摩耗性に富む断面Ｃ字状のプラスチック成形品からなる制動ピース２
２と、制動ピース２２に内嵌する断面Ｔ字状の金属条材からなるバックアップ枠２３とで
構成してある。図７に示すように、制動ピース２２をバックアップ枠２３を介して板ばね
１９で押し出し付勢することにより、制動ピース２２をガイドレール１２の内底に圧接さ
せて、スライダー１１の移動速度を効果的に制限することができる。板ばね１９にねじ込
んだ調整ビス２４のねじ込み量を調整することにより、制動ピース２２の摩擦力を大小に
調整できる。
【００２２】
　上記のように、スライダー本体１６に制動体１８を設けると、制動体１８がガイドレー
ル１２に沿って摺動するときの摩擦抵抗によって、窓２をゆっくりと開放揺動させること
ができるので、閉じ位置から全開放位置まで開く場合であっても、窓２が急速に開放揺動
するのを確実に防止して、窓２を全開放するときの安全性を向上できる。
【００２３】
　係合片１７は断面コ字状のステンレス製のプレス金具からなり、その板面に後述する捕
捉レバー３３で係合捕捉される係合穴２６を形成し、係合穴２６を形成する際にＬ字状の
抱持腕２７を下向きに折り曲げ形成する。係合片１７の上端には、後述するロック体５０
をロック解除操作する解除具２８が一体に形成してある（図６参照）。抱持腕２７をスラ
イダー本体１６の上部に組み付けて、係合片１７とスライダー本体１６と抱持腕２７の三
者をピン２９で締結する（図６、図１１参照）ことにより、係合片１７をスライダー本体
１６と一体化する。さらに、ピン２９を利用して牽制アーム１０をスライダー本体１６に
対して相対揺動可能に連結する。
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【００２４】
　ガイドレール１２は断面Ｃ字状のアルミニウム条材からなり、レール開口縁に一対の受
壁１４が対向する状態で突設してあり、レール底壁の上下複数個所をビスで開口枠１に固
定する。図１０においてストッパー１３は、ゴムブロック１３ａと、ゴムブロック１３ａ
をガイドレール１２に押さえ固定する一対の保持金具１３ｂ・１３ｃ、および両保持金具
１３ｂ・１３ｃを締結するビス３０などで構成する。ストッパー１３は、窓２が全開放操
作されるとき、スライダー１１の下端をゴムブロック１３ａで受け止めて、スライダー１
１の衝突衝撃を吸収して、窓２の開放揺動をゆっくりと停止できるので、誤って窓２が開
放されるような場合でも、静粛に窓２を全開放位置に停止できる。ビス３０をゆるめて、
ガイドレール１２に対する保持金具１３ｂ・１３ｃの締結位置を変更することにより、全
開放時における窓２の開放角度を変更できる。
【００２５】
　図１において規制機構は、ガイドレール１２の上端寄りに配置されて、スライダー１１
の係合片１７を係合捕捉する捕捉レバー３３と、捕捉レバー３３を係合姿勢に揺動付勢す
る捻りコイル形のばね３４（第１ばね３４）と、捕捉レバー３３を係合姿勢から係合解除
姿勢に切り換え操作する切換具３５などで構成する。
【００２６】
　図１、図１３において捕捉レバー３３は、上下端に受動腕３６と爪３７を備えたステン
レス鋼材を素材とする金具からなり、その中途部をガイドレール１２に固定した軸３８で
軸支することにより、係合姿勢と係合解除姿勢とにシーソー揺動可能に支持してある。ば
ね３４で反時計回転方向へ係合付勢された捕捉レバー３３は、そのストッパー面３９がガ
イドレール１２の内底壁に接当して係合姿勢に保持されている（図１の状態）。この係合
姿勢においては、爪３７が係合片１７の上下スライド軌跡と交差している。そのため、窓
２を図５に示す閉じ位置から換気位置まで開き操作すると、図１、図３に示すように係合
穴２６の上縁が爪３７で受け止められて、それ以上窓２が開放操作されるのを規制できる
。
【００２７】
　換気位置で開き規制された窓２を全開放位置まで開放するために、捕捉レバー３３の上
方に切換具３５を配置し、切換具３５で捕捉レバー３３を係合解除姿勢に切り換え操作で
きるようにしている。図１、図９、図１０において切換具３５は、ガイドレール１２で上
下スライドのみ可能に案内支持される断面凸字状の摺動ブロック４０と、摺動ブロック４
０の外面に固定される操作片４１とで構成する。操作片４１は断面Ｌ字状のプレス金具か
らなり、図１２に示すように、片方の板面がガイドレール１２から突出する状態で、後述
するロック体５０とともにビス４２で摺動ブロック４０に締結する。摺動ブロック４０の
下端には受動腕３６を押し上げ操作する斜面４３が形成してある。
【００２８】
　切換具３５は、ガイドレール１２に固定したストッパー金具４４と、先の捕捉レバー３
３によって、上下方向のスライド限界が規定してある。詳しくは、摺動ブロック４０が捕
捉レバー３３の揺動領域の外に退避して、ストッパー金具４４で受け止められる待機位置
（図１の状態）と、摺動ブロック４０が捕捉レバー３３をばね３４の弾性に抗して係合解
除操作する作動位置（図１３の状態）とに上下スライドできる。切換具３５は、ストッパ
ー金具４４と摺動ブロック４０との間に介装した圧縮コイル形のばね４５（第２ばね４５
）で、待機位置へ向かって復帰付勢する。摺動ブロック４０の内面、および外面には、ば
ね４５を収容するばね凹部４６と、ロック体５０の掛止爪５４を受け入れる逃げ凹部４７
とが形成してある。
【００２９】
　図１、図１３においてリセット機構は、摺動ブロック４０に固定されるロック体５０と
、ガイドレール１２の受壁１４に切り欠き形成した掛止溝（掛止部）５１と、ロック体５
０と掛止溝５１との係合状態をロック解除操作する解除具２８とで構成する。ロック体５
０は、締結面５２と、締結面５２に連続して外凸状に湾曲形成される受動部５３と、受動
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部５３の端部両側に張り出し形成される掛止爪５４とを一体に備えた、板ばね製のプレス
金具からなる。図１４、図１５に示すように、受動部５３の幅寸法は、受壁１４の対向間
隔より小さく設定するが、掛止爪５４の幅寸法は、受壁１４の対向間隔より大きく、ガイ
ドレール１２の内面対向間隔より僅かに小さく設定する。なお、ロック体５０の締結面５
２を摺動ブロック４０に固定した状態において、受動部５３は解除具２８の移動軌跡を越
えてガイドレール１２の外方に突出している。
【００３０】
　窓２を閉じた状態において切換具３５を切り換え操作して、換気ステーを換気状態から
全開放状態に切り換え操作するために、窓枠の側面上部に操作体５６を設けている。図１
２において操作体５６は、窓枠に固定される断面Ｃ字状のガイド枠５７と、ガイド枠５７
で上下スライド可能に案内支持されるスライド片５８と、ガイド枠５７とスライド片５８
との間に介装されて、スライド片５８を押し上げ操作する圧縮コイル形のばね５９（図８
参照）と、スライド片５８に固定されるステンレス薄板製のレバー６０と、窓枠の外面に
おいてレバー６０に固定される操作つまみ６１で構成する。
【００３１】
　レバー６０とスライド片５８とは、スライド片５８の内面に配置した雌ねじ板６２と、
雌ねじ板６２にねじ込まれる２個のビス６３とで締結するが、図１２に示すように、一方
のビス６３の軸端をガイド枠５６に設けた縦長のガイド溝６４に係合することにより、ば
ね５９の付勢力に抗して、スライド片５８とガイド枠５６との組み付け状態を維持してい
る。図１、図９に示すように、窓２を閉じた状態において、スライド片５８の下端は操作
片４１の上端面に臨んでおり、したがって、操作つまみ６１をばね５９の付勢力に抗して
押し下げ操作すると、操作片４１が押し下げられて、切換具３５を作動位置に切り換え、
捕捉レバー３３を係合解除姿勢に切り換えることができる。なお、窓２を閉じた状態にお
けるレバー６０は、図１２に示すように開口枠１に装着したパッキン６６と、窓枠のシー
ル壁６７とに挟まれた状態で上下スライドするので、開口枠１や窓枠にレバー６０用の操
作溝や切欠を形成する必要がない。
【００３２】
　以下に換気ステーの動作を説明する。図９に示すように、窓２を閉じた状態においては
、捕捉レバー３３が係合姿勢に切り換わっていて、その爪３７が係合片１７の係合穴２６
内に嵌り込んでいる。ロック体５０は、その掛止爪５４が受壁１４の内面に受け止められ
て、受動部５３の全体が弾性変形した状態で、受動部５３がガイドレール１２の外面に突
出している。この状態から窓２を開き操作すると、窓２の開放揺動に同行してスライダー
１１が下降移動し、図１に示すように係合穴２６の上端が爪３７で受け止められる状態、
つまり換気位置において窓２の開放方向への揺動を規制する。通常は、図３の換気位置と
、図５の閉じ位置との間で窓２を開閉する。
【００３３】
　例えば、窓２の屋外面を清掃する場合には、操作体５６を押し下げ操作して切換具３５
を待機位置から作動位置へと押し下げ操作し、捕捉レバー３３を係合解除姿勢に切り換え
る。作動位置へ下降する切換具３５に同行してロック体５０も下降移動する。その結果、
切換具３５が完全に作動姿勢に切り換わった状態においては、ロック体５０の掛止爪５４
が掛止溝５１を内側からくぐり抜けて、図１３に示すように掛止溝５１の切欠縁で掛止さ
れる。このように掛止爪５４を掛止溝５１で受け止めた状態では、操作体５６が上方へ復
帰スライドしても、切換具３５は上方スライドできないので、ばね４５の付勢力に抗して
作動位置に保持固定できる。全開放状態においては、窓２を大きく開口させることができ
るので、屋外側の窓面の清掃を簡便に行うことができるうえ、網戸などを窓２の屋外側に
後付けするような場合に、網戸の組み付け作業を簡便に行うことができる。
【００３４】
　上記の切換状態では、図１３に示すように、捕捉レバー３３の爪３７が係合片１７の移
動領域から退避しているので、係合片１７、およびスライダー１１は換気位置を素通りし
て全開放位置まで一気に開放揺動できる。このとき制動体１８とガイドレール１２との間
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の摩擦抵抗によって、スライダー１１が急速に下降移動するのを阻止するので、窓２が急
激に開放されることはない。また、スライダー１１のストローク下端においては、ゴムブ
ロック１３ａがスライダー本体１６の下端を受け止めて、その移動エネルギーを吸収する
ので、窓２をゆっくりと停止させることができる。
【００３５】
　上記のように、スライダー１１が換気位置を越えて下降移動するとき、係合片１７の上
部に設けた解除具２８もスライダー１１に同行して下降移動する。そのため、解除具２８
は図１６に示すように受動部５３の湾曲面に接当して、受動部５３の全体をガイドレール
１２の内部へ向かって弾性変形させながら押し込み操作する。その結果、それまで掛止溝
５１の切欠縁で掛止されていた掛止爪５４は、矢印で示すようにレール内方へ移動して掛
止溝５１から外れる。同時に、摺動ブロック４０がばね４５に押し上げられて待機位置へ
スライド復帰し、切換具３５による拘束が解かれた捕捉レバー３３は係合可能な状態に復
帰する。このとき、掛止爪５４は受壁１４の内面に沿って移動する。以上により、それま
で全開放状態になっていた換気ステーを、換気状態に自動的に切り換えることができる。
【００３６】
　図１０に示すように、全開放状態における係合片１７は、捕捉レバー３３の下方にあっ
て、解除具２８が捕捉レバー３３の爪３７の近傍に位置している。この状態から窓２を閉
じ操作すると、係合片１７の上縁が爪３７の下面側の湾曲縁に接当して、捕捉レバー３３
をばね３４に抗して押し下げながら乗り越える。係合片１７の下縁が爪３７を乗り越える
のと同時に、捕捉レバー３３が復帰揺動して爪３７が係合穴２６と係合するので、換気ス
テーは換気位置で開放規制できる状態に切り換わる。なお、換気位置において、操作片４
１を直接押し下げ操作して、捕捉レバー３３を係合解除操作することもできる。
【００３７】
　スライダー１１と、規制機構を構成する捕捉レバー３３、ばね３４、および切換具３５
、およびリセット機構のロック体５１などをガイドレール１２に組み込んだ換気ステーに
よれば、換気ステーの構成部品の全てを１個のユニット部品としてまとめて取り扱うこと
ができるので、換気ステーを出荷する際の部品の欠落や、左右勝手の違いなどを解消でき
るうえ、施工現場では、ガイドレール１２と牽制アーム１０の取り付け作業を行うだけで
よく、開口枠１や窓枠などに切欠や溝などを追加工する必要もないので、換気ステーの組
み付けに要する手間を大幅に省くことができる。
【００３８】
　図１７は規制機構の別の実施例を示す。そこでは、切換具３５の摺動ブロック４０にレ
バー６０を固定し、開口枠１の室内側の内側面にレバー６０を沿わせて、そこに操作つま
み６１を固定した。この実施例によれば、窓２を換気開放した状態と、閉じた状態とのい
ずれの場合にも、操作つまみ６１を上下操作して作動位置と待機位置とに切り換えること
ができる。上記の実施例における操作片４１、ガイド枠５７、スライド片５８などを省略
して、操作体５６の構造を簡素化できるので、換気ステーの全体コストを削減できる。他
は、先の実施例と同じであるので、同じ部材に同じ符号を付してその説明を省略する。以
下の実施例においても同様に扱う。
【００３９】
　図１８および図１９はリセット機構の別の実施例を示す。そこでは、捕捉レバー３３と
切換具３５を利用してロック体５０を構成し、さらに係合片１７が解除具２８を兼ねるよ
うに構成した。詳しくは、ガイドレール１２の底壁と対向する捕捉レバー３３の一側に、
逃げ溝７０を形成し、逃げ溝７０の下端に係合爪７１を形成した。捕捉レバー３３の上部
には係合穴２６を受け止める係合面７４と、部分円弧状の受動面７５とが形成してある。
係合面７４は先の実施例における爪３７に相当し、受動面７５は受動部５３に相当する。
【００４０】
　切換具３５の摺動ブロック４０の下部に、逃げ溝７０内にもぐり込む操作腕７２を突設
し、操作腕７２の下端寄りに係合爪７１が落ち込み係合する係合凹部７３を形成する。こ
の係合凹部７３と先の係合爪７１とでロック体５０が構成される。操作腕７２の下端には
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、捕捉レバー３３を揺動操作する斜面７７が形成してある。
【００４１】
　常態における捕捉レバー３３は、図１８に示すように、ばね３４で時計回転方向へ付勢
されて係合姿勢を維持している。ロック体５０は、係合凹部７３と係合爪７１とが係合し
て捕捉レバー３３を係合解除姿勢に保持するロック姿勢（図１９（ａ）の状態）と、係合
凹部７３と係合爪７１とが分離して捕捉レバー３３を係合姿勢に復帰させるロック解除姿
勢（図１９（ｂ）の状態）とに切り換えることができる。符号７６は摺動ブロック４０と
一体に形成した操作突起であり、先の実施例における操作片４１に相当する。他は先の実
施例と同じである。
【００４２】
　窓２を閉じた状態から開放操作すると、図示していないスライダー１１と係合片１７が
下降移動し、係合穴２６が捕捉レバー３３の係合面７４に接当して、窓２を換気位置にお
いて開放規制する。図１９（ａ）に示すように、操作体５６を押し下げ操作して切換具３
５をスライド片５８で待機位置から作動位置へと押し下げ操作すると、捕捉レバー３３は
操作腕７２でばね３４の付勢力に抗して反時計回転方向へ揺動変位し、係合解除姿勢に切
り換わる。同時に係合爪７１が係合凹部７３に落ち込んで、ロック体５０をロック状態に
切り換え、切換具３５を作動位置に固定保持する。
【００４３】
　上記の状態では、係合面７４が係合片１７の移動軌跡の外にあるので、窓２を閉じ位置
から換気位置を素通りして全開放位置まで開くことができる。係合片１７の上壁は、捕捉
レバー３３の外面を通過するとき、図１９（ｂ）に示すように、受動面７５に上方から接
当して捕捉レバー３３を反時計回転方向へ揺動させながら通り抜ける。そのため、係合爪
７１と係合凹部７３との係合が解除され、切換具３はばね４５で待機位置まで押し戻され
る。つまり、換気位置を越える係合片１７（操作具２８）の開放移動動作を利用して、切
換具３５を作動位置から待機位置へリセット操作し、捕捉レバー３３を係合姿勢にリセッ
トする。全開放した窓２を閉じるときは、係合片１７が受動面７５に下方から接当して、
捕捉レバー３３を反時計回転方向へ揺動させながら通り抜けるので、捕捉レバー３３は依
然として係合姿勢を維持できる。
【００４４】
　小形の窓の場合には、窓２の左右いずれか一方にのみ換気ステーを配置できる。本発明
の換気ステーは内倒し窓以外に、水平軸回りに開閉する回転窓にも適用できる。切換具３
５は、実施例で説明した構造である必要はなく、待機位置と作動位置との２位置に切り換
え操作可能で、少なくとも作動位置を位置保持できる構造であれば足りる。
【００４５】
　ロック体５０は板ばねで形成する必要はなく、例えばステンレス板材を素材とするプレ
ス金具やプラスチック成形品で形成することができる。その場合には、ロック体５０を内
外揺動可能に軸支したうえで、ばねでレール外方へ向かって揺動付勢する。解除具２８は
係合片１７とは別の独立した部品として形成することができる。ロック体５０は、ガイド
レール１２と切換具３５との間に設けてあればよく、例えばガイドレール１２の外側面に
配置して、摺動ブロック４０を作動位置で係合保持する構造とすることができる。ガイド
レール１２に受壁１４が設けられていない場合には、掛止溝５１に換えて、掛止爪５４を
受け止める突起（掛止部）を設けることができる。掛止溝５１と掛止爪５４とは、一対ず
つ設ける必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】換気状態における換気ステー要部の縦断正面図である。
【図２】内倒し窓の正面図である。
【図３】窓を換気位置に開放した状態の換気ステーの側面図である。
【図４】窓を全開放位置に開放した状態の換気ステーの側面図である。
【図５】窓を閉じた状態の換気ステーの側面図である。
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【図６】スライダーの分解斜視図である。
【図７】スライダーの横断平面図である。
【図８】操作体の側面図である。
【図９】窓を閉じた状態の換気ステーの縦断正面図である。
【図１０】窓を全開放した状態の換気ステーの縦断正面図である。
【図１１】図９におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図１２】図９におけるＢ－Ｂ線断面図である。
【図１３】解除具をロック体でロックした状態の断面図である。
【図１４】ロック体とガイドレールの関係構造を示す側面図である。
【図１５】図１４におけるＣ－Ｃ線断面図である。
【図１６】ロック体のロック解除動作を示す断面図である。
【図１７】操作体の別の実施例を示す断面図である。
【図１８】リセット機構の別の実施例を示す縦断面図である。
【図１９】リセット機構の動作を示す縦断面図である。
【符号の説明】
【００４７】
１　開口枠
２　窓
９　ブラケット
１０　牽制アーム
１１　スライダー
１２　ガイドレール
１６　スライダー本体
１７　係合片
２８　解除具
３３　捕捉レバー
３５　切換具
４５　ばね
５０　ロック体
５１　掛止溝
５３　受動部
５４　掛止爪
５６　操作体
７１　係合爪
７３　係合凹部
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